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HBシール
タイル目地に浸透し防水層を形成する

Ⓡ
無機質浸透性タイル仕上防水・保護材 けい酸塩系



HBシールは細孔を緻密化させ水や劣化因子を通さないタイル目地に改質する新工法

独自の技術により防水と防汚の効果を同時に発揮！美観維持に最適！

防水保証
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実績
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10年以上の
施工実績

変化なし新築10年間保証
（改修工事も保証対応可能）

メカニズム

メンテナンス
めくれ、うきがない、
改修時再施工可

施工後から数ヵ月～数年で撥水性 親水性

HBシールが毛細管圧力作用・濃度拡散作用によって目地セメントの空隙・細孔の
内部に浸透。タイル面にも撥水層を形成。

目地セメント内部の水酸化カルシウムと反応し、C-S-Hゲルを形成。
超微細無機粒子の物理的作用により水酸化カルシウムの少ない既設のコンクリー
トにも効果を発揮。

表面が太陽光にさらされると、被膜中の有機成分が分解され親水性の膜へと変化
し、汚れやカビ・菌の繁殖を抑制。

水や劣化因子を通さない緻密な目地セメントに改質。

安定した強力な防水保護層を形成。
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HBシールは細孔を緻密化させ水や劣化因子を通さないタイル目地に改質する新工法

独自の技術により防水と防汚の効果を同時に発揮！美観維持に最適！

美観性
POINT05

耐候性
POINT06

安全性
POINT07 POINT08

防汚効果あり
紫外線の影響を
受けにくい為、

長期間維持できます

施工者や
周辺環境にも
優しい材料です

施工品質の向上

他工法との比較

施工事例

施
工
後

施
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一般的なけい酸塩系防水材は、目地セメントの内部を
緻密にすることで防水効果を発揮しますが、施工前と
施工後の見た目に違いがない為、施工管理が困難で
した。
一方、HBシールは施工後に水をかけると表面が撥水
するため、施工が確実に行われたかどうかを容易に確
認できます。

水や劣化因子を遮断するが内部
の水分を逃すことができない。経
年劣化、めくれ、剥離の恐れがあ
ります。

外部からの水や劣化因子を遮断
し、内部の水分は水蒸気として放
出する透湿性に優れています。

撥水するが圧力水や劣化因子
は内部に侵入します。また、紫外
線の影響を受けやすい。

被膜コーティング材 HBシール一般的な撥水材

施工性
施工が容易で、
他工法と比べ工期を
大幅に短縮できる
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製造販売元

（06）6360-4420
（06）6360-4402
k-rcg555@oregano.ocn.ne.jp
https://k-rcg.co.jp/

T E L
F A X
E-ma i l
U R L

〒540-0026 大阪市中央区内本町1-2-13

※ひび割れ（0.2mmを上まわる）、タイルの浮き、
　目地セメントの欠損等は事前に補修してください。

効果施工手順

特徴

用途

性状

各種試験結果

荷姿

●防水
●中性化抑制
●エフロ抑制
●塩害抑制
●凍害抑制
●防汚

●意匠の変化無し
●環境配慮型
●無機質の為、
　紫外線の影響を受けない
●臭気無し
●工期短縮
●クラックの自己補修機能
 （0.2mm以下）

●斜壁
●外壁タイル
●玄関ポーチ

■表面保護効果

●バルコニー
●外部階段
●床タイル

8kgセット 2kgセット

主 成 分

外 観
臭 気
比 重
p H
危険有害性

：

：
：
：
：
：

コロイダルシリカ・シリコー
ン・アルカリシリケート

A材無色、B材白濁／液体
無臭
1.１以上
10～12
不燃性／無毒性

（コロイド溶液）

商品概要

養生

下地清掃及び乾燥

HBシール塗布

乾燥

完了

ガラス、サッシ等に付着しないように養生する。

施工面の汚れを取り除く。
※酸性の洗浄剤の使用は極力避ける。
　やむを得ず使用する場合は、念入りに洗い流す。

●A材、B材を各々上下によく振り攪拌する。
※攪拌せずに使用すると、撥水しない場合がありますが、
　性能に問題はございません。
●A材+B材（重量比1:1）の混合液80g/㎡を目安に刷毛で
　目地に塗布する。
※目地幅やタイルの性状により塗布量は増減します。
●液溜まりにならないようウエス等で拭き取る。
※液溜まりの状態で乾燥すると白くなる場合があります。

完全に乾燥するまで、水分等がかからないように注意する。

乾燥後、撥水性から数年後に親水性に変化する。
※塗布量の確認やタイルとの相性を確認する為、
　事前にテスト施工の実施をおすすめします。

右記のQRコードから動画をご覧いただけます。
動画にて施工方法をご紹介しています▶check！

土木学会規格試験（JSCE-K572）により
吸水・ひび割れ透水・加圧透水抑制効果
が確認されています。

A材4kg缶、B材4kg缶 計8kg

●タイル混合液 70～120g/㎡
　（約65～110㎡施工可）
●打放しコンクリート混合液 200g/㎡
　（約40㎡施工可）

●タイル混合液 70～120g/㎡
　（約16～27㎡施工可）
●打放しコンクリート混合液 200g/㎡
　（約10㎡施工可）

A材1kg缶、B材1kg缶 計2kg


